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い子供の脳は大人より敏感に電磁波に反応する可能
性が高いことになる。
　ミクロダリアは、電磁波による脳への影響を形態学
的に調べる上で最も敏感で最も確実な細胞指標と考
える。そして、より長時間あるいは反復した暴露照射
など実験条件を変えることよって、他の脳細胞成分に
も直接的・間接的変化が起こることも想像に難くな
い。またさらに、電磁波が全身に暴露された場合、身
体に生来から広く分布・在住するミクロダリア類縁の
機能・役割を持つ、いわゆる自然免疫細胞（例、樹状
細胞）と呼ばれる細胞群にもミクロダリア同様の変
化・反応が起こっていても何ら不思議はないと考え
る。
　世界各地で議論されてきた脳腫瘍や白血病を含む
各種疾患はもとより、近年わが国で増加している原因
不明の活性化した自然免疫系細胞が関与する疾病群
と電磁波の因果関係についての検証が強く望まれる。
そしてそれは焦眉の急と考える。
　電磁波照射後の動物の脳ミクロダリアに明らかな
形態変化を捉えた報告は、われわれの知る限り、これ
が世界最初と考える。
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新生仔ラット低酸素虚血／再射流脳障害モデル
に対するFK506、7－nitroindazole併用療法の神
経保護効果
7NI、　n＝18）と対照群（n＝20）、2番目（〃＝33）は、
FK506　LO　mg／kg単独群（only　FK506，　n＝17）と対照
群（n＝16）、3番目（n＝36）は、7NI　50　mg／kg単独群
（only　7NI，　n＝18）と対照群（n＝18）、とした。24時間
後の病理組織学的評価でFK506＋7NI群のみが有意
な神経保護効果を認めたψ＜0．05）。FK506単独群、
7NI単独群はいずれもこの用量では神経保護効果を
認めなかった。実験2では、ラット（n＝83）をFK506
1mg／kgと7NI　50　mg／kgの併用療法の投与期間によ
り3群に分けた。［FK506＋7NI］一ld群（n＝26）は、
FK5061mg／kgと7NI　50　mg／kgをHI負荷後当日に
1回投与した。［FK506＋7NI］一7d群（n＝28）は同用量
をHI負荷後、当日と以後24時間おきに7日間、計7
回投与した。対照群（n＝29）は同量の生理食塩水と
peanut　oilを投与した。　HI負荷後8日目に病理組織学
的評価を行った。［FK506＋7NI］一ld群と［FK506＋
7NI］一7d群では患側半球の面積減少率が対照群と比較
し有意に低かった（p＝0．0332，p＝0、0277）。同減少率は
［FK506＋7NI］一ld群と［FK506＋7NI］一7d群の問では
有意差は認めなかった。7日間の実験期間中の体重増
加は［FK506十7NI］一ld群iが［FK506十7NI］一7d群と比
較し有意に高く（〆0．Ol）、死亡率は［FK506＋7NI］一
Id群が［FK506＋7NI］一7d群と比較し有意に低かった
iP＜0．Ol）。今回、我々は新生仔HIモデルでFK506と
7NIの併用療法の神経保護効果を確認した。
（小児科学）
○中田千香子、武井　章人、春原　大介
　塚本真紀子、近藤　　敦、高見　　剛
　宮島　　祐、武隈　孝治、星加　明徳
　今回我々は、新生仔ラット低酸素虚血／再庶流脳障
害モデルを用い、新生児仮死後の低酸素性虚血性脳症
に対する免疫抑制剤FK506と神経型一酸化窒素
（nNOS）阻害剤7－nitroindazole（7NI）の併用療法の
神経保護効果について検討した。対象は7日齢のwis・一
ter系ラット（n＝190）、左総頸動脈をクリップで一過
性に閉塞し、チャンバー内を90分間8％02に保ち、低
酸素虚血（HI）負荷とした。180分後に出面頸動脈閉
塞を解除し、room　airにて蘇生した。実験1では、　HI
負雨後の薬剤投与により、ラット（n＝107）を3つの
グループに分けた最初のグループ（n＝38）は、
FK5061・O　mg／kg＋7NI　50　mg／kgの併用群（FK506＋
＊PC－68．
新規光感受性物質Talapodinを用いた悪性神経
膠腫の光線力学的治療
（大学院単位取得・脳神経外科学）
○生天目浩昭
（脳神経外科学）
　秋元　治朗、原岡　　嚢
（病理学）
　工藤　玄恵
【目的】　ラットモデルに対し、新規光感受性物質
Talaporfinを用いたDiode　laser照射による光線力学
的治療法を施行、悪性神経膠腫浸潤領域の細胞選択的
治療の可能性について評価した。
【対象及び方法】C6　glioma細胞5／105個を10週齢
雄性SDラットの右前頭葉に定位脳手術装置を用い
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脳表よりL5　mmの深度に移植した。移植5日目に開
頭しTalaporfin　5　mg／kgをラット尾静脈より静注、1
時間後にDiode　laser（波長：664　nm、照射径1（ト・14
mm、10J／cm2、100　mW／cm2）を照射した。照射前、1
時間後、3時間後、6時間後に脳を摘出し、経時的組織
変化を評価した。
【結果】照射前組織では脳表よりL5　mmの深度まで
micronecrosisを伴うglioma　massが形成された。腫瘍
細胞はGFAP陽性であり、　neovascularizationを有す
る浸潤域も確認された。
　照射1時間後の組織では腫瘍壊死組織が充満して
おり、細胞の膨化、核のpyknotic　changeが認められ
た。GFAP染色では腫瘍細胞辺縁をなぞる様な染色性
に変化し、M30が細胞質に穎粒状に出現していた。照
射3、6時間後ではこれらの経時的変化が顕著になり、
6時間後の組織では腫瘍細胞はわずかに残存するのみ
で、GFAP陰性、　M30強陽性を示していた。
【結論】新規光感受性物質Talaporfinを用いた
Diode　laser照射による光線力学的治療法は悪性神経
膠腫に壊死とapoptosisを惹起し、浸潤領域の細胞選
択的治療の可能性があると示唆された。
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